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ABSTRACT

Energy spectra of electron beam were measured at the KEK 2.5GeV 

linac. Five sets of spectra were obtained at several RF phases of the 

linac bunching sect ion. The results show that energy spread varies 

obviously with the phase.

K E K 電 子 ラ イ ナ ッ ク ビ ー ム の エ ネ ル ギ ー ス ぺ ク ト ル

1 o 序
K E K 2 . 5 G e V 電 子 ラ イ ナ ッ ク は 、 放 射 光 実 験 施 設 電 子 貯 蔵 リ ン グ に 電 子 ビ 

一 ム を 供 給 し て い る が 、 リ ン グ へ の 入 射 レ 一 ト と の 関 係 で 、 ビ 一 ム の エ ネ ル ギ 一  

ス ぺ ク ト ル が 問 題 に な っ て い る 。 今 回 ラ イ ナ ッ ク か ら の 電 子 ビ 一 ム （エ ネ ル ギ 一  

2 • 5 G e V 、 パ ル ス 幅 約 1 以 s ) の エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ル を 測 定 し た 。
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流 卜 ラ ン ス で 測 定 し た 。 電 流 波 形 は 、 波
ル 上 に 記 録 し た。 以 前 に 、 佐 藤 らによる

散 の 小 さい 位 置 で の 測 定 であ た。
— を、 偏 向 電 磁 石 の 補 正 つ イ ル の 電 流 値
ル ギ — の 各 点 で 電 流 波 形 を測 定 した。 こ
に 並 ベ た上 で、 時 間 軸 に 平 行 に 各 点 を つ
ギ — ス ぺ ク 卜ル を 得 た 。

ル と の 関 係 を 調 べ る た め に 、 加 速 R F  

さ せ 、 数 点 で デ ー タ を 取 っ た 。

3 。 測 定 結 果

測 定 し た 5 つ の デ — 夕 セ ッ 卜の 測定 条 件 は

セッ 卜 ( 1 ) $ ( 4 ) , ( 5 ) の 電 流 波 形 ( a )

卜ノレ ( b ) を 図 1 に 示 す 。 ェ ネ ル ギ 一 ス ぺ ク 卜

あ るo の 内 、 デ一 夕

で のエ ネ ノレギ一 スぺ ク

n s 毎 に 平 均 値 を取 り、
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パ ル ス 先 頭 か ら の 時 間

古 0,6 o.t (MS)

セ ツ h ( 1 ) , ( 4 ) ， ( 5 ) の 電 流 波 形 ( a

b ) o ェ ネ ル ギ ー ス ぺ ク h ル は、 2 0 n S 每

る 3 点 に 対 し 3 次 元 力 一 ブ で フ イ ，ソ ティ ン グ

と エ ネ ル ギ ー ス ぺ ク
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更 に 隣 接 す る 3 点 に 対 し 3 次 元 カ ー ブ で フ イ ッ テ ィ ン グ を 行 な っ た 。
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図 2 。 エ ネ ル キ 一 ス  
ぺ ク ト ル か ら 求 め た  
エ ネ ル ギ 一 の 拡 が り o 

パ ル ス の 後 半 で 、 デ 
一 夕 セ ッ ト （1 ) ,

( 2 ) が 他 の デ 一 夕  
セ ッ ト に 較 べ て 、 エ 
ネ ル ギ 一 の 拡 が り が  
狭 く な っ て い る 。

表 1 。 各 デ ー タ セ ッ ト の 測 定 条 件
デ

一
夕 ス y ッ 卜幅 中 心 ェ ネ ル ギ -- の 刻 み ノベ、ン チ ヤ 一 部 R  F

位 相 （相 対 値 ）
( 1 ) 0 .,1 % 0 . 1 % , 3 5 点 0°

( 2 ) 0 •,0 5 % 0 . 0 5 6 %, 1 7 点 0°

( 3 ) 0 .,0 5 % 0 ,. 0 5 6 %, 3 6 点 - 3°

(―▲部 0 . 1 1 % )

( 4 ) 0 • 0 5 % 0 ,. 0 5 6 % , 2 0 点 — 6 °

( 5 ) 0 . 0 5 % 0 .. 0 5 6 %, 2 5 点 十 6 0

4 。 考察
パ ル ス 内 で の エ ネ ル ギ 一 変 化 に つ い て

図 1 の デ ー タ セ ッ ト （1 ) には、 パ ル ス 内 各 時 刻 で の  
パ ル ス の 先 頭 か ら 次 第 に 減 少 し て 行 く 様 子 が は っ き  
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り と 出 て い るo こ の
よ o て ほ ぼ 説明 で §

図 2 に 図 1 ( b ) 等 か ら 求 め た 各 時 刻 で  
形 は 無 視 し て 、 ピ ー ク 値 の 5 0 % になる幅 
で、 デ 一 夕 セ ッ ト （1 ) 、 ( 2 ) が他のテ 
り が 狭 い こ と が 明 ら か で あ る 。 こ れ か ら 、
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ェ ネノレ ギ 一 の 拡 が り ( ス
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